




















































身につけると同時に 自分自身を知り 日本文化や日本語を大切にする気持ちを持ち 自国を愛する態度
が必要になってくる。他国の文化を理解するためには．日本文化を知り その他国の文化と日本の文化を
比べて，その遠いや共通点を知ることが大切である。また．自国に対する愛着を深め日本人としての自覚










































変する社会に対応する力とともに 物事を考え 判断する際の価値判断はUniversalStandard （世界規準）
であることが求められる。また 日本人個人として 自国を愛し 自国の文化に興味・関心を持って接す
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小学校1～ 3年生（第I期） 0日本語以外の言語を持つ相手に， 0日本の文化に対する理解と愛着を自分の思いを伝える方法を知る。 深める。“Let’s enjoy English" 0簡単な英会話能力を身につける。 0異文化に対する関心とそれを尊重
する態度を身につける。
小学校4～6年生（第E期） 0国際的感覚を身につける。























































































































Good morning. I My name is －一一． I Oh, really? 
Good afternoon. I I m from －一一一． I Great! 
Good night. I I like －一一一． I Good! 
百iankyou. I Do you like －一一？ I Go for it! 
You are welcome. I My favorite - is -. I Pardon ? 
I’m sorry. I My hobby is －一一． I By the way，一一一．
How訂eyou ? I Whats your hobby ? I Of course. 
I’m fine. I My town has －一一一． I I think so, too. 
Hi. I I want to be －一一一． I Me, too. 
Nice to meet you. I I live in . I I see 
Nice to meet you, too. I Im years Old. I Oh, wow ! 
See you. I I m a －一一． I I agree. 



























































































































































































小学校5年｜ 37% 53% 議8%議濁
小学校3年｜ 59% (10／＿描聾議議滋議！iw＿綴醐
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
外国の良いところを自分の生活に取り入れてみたいですか？
小学校5年｜ 18% 57% C!lti綴；1!!125%~lll1機
小学校3年！ 1;10ι <:!10/_ j{fij¥jif1 <:!O／＿緩i運麗掴
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
外国のことをいろいろ知りたいですか？
小学校5年｜ 26% 43% F'il:>!J:i1fa1 % l!Jll!~Dill覇軍10%
小学校3年i 51% 34% 綴j議］11;01_総務；1




































小学校3年｜ 23%. 37% 燃側州っι線機織欄肌酒 l固できない
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
自分の考えを書くことができますか？
小学校5年i 18% 53% 機機＇21%警察機運動% ｜ロとてもできる
圏少しできる
図あまりできない
小学校3年｜ 52% 34% 護701_遡701_薗 ｜圃できない
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③自分の思 －自分一人で，全身を使っ －自分なりに工夫して表す －より自分らしく工夫して
























~小学校 1 年～ 2 年

















































































































































































2 (12月2日） 3 (12月3日） 4 (12月5日） 5 (12月9日）
重bきで どんなものをftるか考える 動きで 雨のように動きたい 風の動きを本当の風のように動く i~tl を きれいに動きたい
ドrnの動き グループで，雨の？を，雨の r1~の動き 雨の動きを，音とー緒にす 雨の動き 雨の動きをする 雨の動きを落ち方， i~tlの形を考える る ほんものに 雨の動きをする
r¥Bの動きをグループで動きを考える j民の動きを風の動きをがんばる I誌の動きを風の動きをがんばる 葉っぱと風友だちと葉っぱと風の動きの動きを をがんばる
動 葉っぱ はっばであらわす 1§1 かぜであらわす ）孔 かぜの動きをあらわす 風
かぜの動きをもっとじよう
ずにあらわす
葉っぱで遊はっぱで，どんな動き方を ~l'iの動き 雨の動き方を身体であらわ 風の動き 風の動き方をきれいに動く 風と雨 雨とJltを身体であらわすんだことをするか考える す





葉っぱが溶いろいろなはっぱの動きを 葉っぱのいろ 動きであらわす 動きをいろいろいろのはつばをがんば
ろいろあらわす ちるところがんばる いろの動き いろ る
葉 ぱの動みんなで話一し合一って，はっぱや 葉っぱの動ほんもののはっぱのように， 葉っぱの動いろいろな動きを考えて， 葉っぱの動いろんなはっぱの動きを考
きっを かぜやいろいろな動きを，発表 きを はっぱの動きをする きを する きを えて，友だちとやりたいできるようにあらわす
動く 雨 Jw.t 落ちる葉つばを動 葉っぱの動 雨風と合わせる くしっかり動 音と一緒に，しっかり動く 楽しく動く 思いつきり動くく，その前に決める きを 、ー
グループではっぱのように動いて，は i告を出す がんばってやる 日占ι 音を完成させたい 音を完成 音どを完な成音させ，きグてルLー プで合わせて，
動き 動いて っぱのようになりたい
ん がで ミるかしりたい
風の動きを しっかり風を見て．見たよ 音で きれいな音であらわす 音で
きれいな音を出して合奏す
三日乞 うに動いて表す る
｝血Lの動きを どんな動きにするか考える 鈴の音を出す 木の音を 雷の音を出す 木の音 木の音を出す
本の絵のカー ドで音を作る 本の音 Lミろいろな音を作る 木の音を あの時の音を思い出す 木の音 凄くいい音
）車L 風をどうやって作るか考え きれいな青きれいな音を考えて作る かわいい音 かわいい音を考えながら作 かわいい音 かわいい音をうまくできるる る ようにする
音を 音を観察する 音を 音をがんばる 音を 音をいっぱい作る 音を 音をL冶っlまLミ作る
音
動音をきながら しっかり音を出したい 天気の音で Lミろいろな天気の種類の音 天気の音を 天気の音を出しながら楽し
を作る 天気の音を天気の音を出す練留をする くやりたい
音で いろんな音二をがん1£る かわいい自をもっといい音にしたい 音で 大きい音を出したい 音で 大きい音を出したい
音で 全部できるようにする 告で ていねいに作る 音で 太鼓の音を作る 音で 鈴の音を作る
絵本で いろいろなことをする 紙芝居で L、ろいろ 絵本で
遊んだり，いろいろなこと 本で 本を作りたいをする
紙芝居で どんな話にするか考える 紙芝居で 紙芝居を途中まで作る 紙芝居で 紙芝居であらわすのをがんばる 紙芝居で 全部仕上げる
折り紙で どんな形を折るか考える 折り紙で きれいに作る 折り紙で 友だちと協力して，仕上げる 工作 感じたことをしっかりあらわす
本で 本を長くしたい 絵本で 落ち葉を使って 絵本で 絵本のシリーズを増やす 絵本で 色をきれいにぬる
紙芝居で遊 -
んだことを どんな話Lするカ考える 絵本で いろいろなことをしたい 絵本で L、ろいろなことをしたい 絵本で いろいろなことをしたい
葉っぱで絵本をどんな話にするか考える 絵本で 絵本をどんどん完成させる 絵本で 1冊目の絵本を完成させる 絵本で 絵本を完成させる
や 絵で どんな絵にするか考える 本で 本であらわす 本で 紙芝居みたいな本を作る 本で いろいろきれいなものを作る
絵を 出会を描く 絵を描く 絵をもっときれいに描く 絵を描く 絵をもっときれいに描く
工 本で 絵を描いたり いろいろなことをする 絵本で 字とかを書く 本で 色を塗る 絵本で 丁寧に色を塗り，字を書く
絵で どんな絵にするか考える 本で 本であらわす 絵本で かわいい落ち葉ランド 絵本で 色を仕上げる
作 絵で！遊んだことを遊んだことを思い出す 絵で 絵を n事に描く 絵で 絵を丁寧に描く 絵で 絵を完成させる
葉っIfで工作をするどんな築つばを作るか考える 絵工作で絵をうまく描く 絵で 絵をうまく描く 絵で 絵をうまく描く
物 絵本で きれいに




折り紙を 折り紙をどうやって作るか考える 工作を 工作をがんばる 工作を 工作をがんばる 工作 工作が難しいところをあらわす
犬と猫を作犬をどうやって作るか考え T作を 工作をがんばる 工作を 工作をきれいに作る 工作を もっときれいに作るって遊ぶ る
工作 工作をがんばる 絵をがんばる TH' 工作
海の魚、を 海の波をあらわす ドングリゲ ドングリゴマを作りたい キャソチボキャッチボールで野球をす
落ち葉合戦落ち葉合戦を雪合戦みたい
ームで -Jl.- る を にやってみたい
そ r＆ち葉のこ落ち葉で楽しいことをあら ドングリゲみんなで答えたらいいもの 落ち築の楽いろんな遊びをしながらあ 落ち葉の雨落ち葉の雨をもっとあらわ
とを わす ームで に決まった しいことを らわす を したい
0) 
務ち葉で;Jf 落ち葉で遊びたい i'＆ち葉ランド ：苦ち1iラント 落ち葉でも と遊びたい 落ち葉の雨溶ち葉の雨をもっとあらわ
他 んだことを で楽J しく遊ふ守 ドングリゴマで遊ぶ で三っこ遊ぶ つ を したい
f喜ち葉で;Jfl 感じて遊ぶ
んで








































































ができるようにする。 ｜ ができるようにする。 ｜ たちのことを考えて，感謝して過ごすこ


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1回目 平成15年10月31日（金） 16 : 00～17: 00 
2回目 平成15年11月7日（金） 16: 00～17: 00 




運 陸 上 競 技 男・女 中学校グランド
サ 、ソ カ 一 ブ日ヨ 中学校グランド動
卓 球 プ日ヨゴ 中学校体育館
部 ソフトテニス 男・女 中学校グランド
ノTレーボ－ ）レ 女 小学校体育館
文化部
吹 奏 楽 男・女 中学校音楽室
美 体1 男・女 中学校美術室









J I I I 喧次回も、乙のクラブ国蜘 しがL LH品、
｜｜｜｜ 
｜｜｜｜ ＠洋時牲とのクラ芳包脚本 おもしろかっf お包三ポ渇か？1と1 I I I 
. J I I It 喧泊分から遊んてなヰ学生とカ可申せオL だ'1 I I I句
J I I I ⑤酒頃成語圏こも劃田 Lt:L 歩芯司f）闘が
！｜｜｜ 
I I I Itd洋学校切Dクラヌ冒創ごヨ，、て 考えi;ht:1 I I I 
｜｜｜｜ 併噌虫＝なったふ持組司航 I I I 1-









I I I ｜』目日よとのi唾盟主とのクラ芳彊阪湖留置幅I立、うまく立てられI 立てられ劫吋た1 I I I品、明 1100#<1 .,,_ 
担 I I I L山中 J②ド学盟主とのクラブ活刷本計画£おりに でき記 で獣なかプと
』’1 I I 1、』ー町一
(3)1牲と的ラ諸制式 おもしろかJ ｜ ｜ ｜胤却
｜｜｜｜ 
＠定刻恥自分たちの練晋憾果拭うま〈 出せずl ｜ ｜ ｜出せな泊、った1 I I ｜田町町一
⑤I噛唱えることカtうまく でd I I ｜劫吐-・1 I I ！日一－
＜＆＠：分合内ら進んで、，l等生と帥材Z t:I I I ｜吋た1 I I r-・ －’ー
＠攻go)IJ唾症とのクラヌ菌加：教えFいことがあ，｜ ｜ ｜ ｜郁、
｝「｜｜｜
＠攻go)IJ唾生とのクラフ活劃広やりがいことがあ，l ｜ ｜ ｜都、. i I I I 
ェ｜｜｜｜＠泊分たちd嫌輔副嘩塗lご何らぬ匂湯婚を与えたと恩
’｜｜｜｜ 












定して，対応のある平均値の差を t検定（片側． α＝1 %）を行った。その結果，第1回目と第3回目に
平均値に差がないといえなかった項目は，く1.:z.④，⑤，⑥，⑨，⑩であった。
①マネジメン卜能力について
















小学生 74 65 













































































































（項目⑥第3回平均値3.8）しかも 項目⑥は 1回目よりも 3回目の方が平均値に高まりが見られる。こ
れらのことから，小中合同クラブ活動を，定例化しでも，小学生の意欲面で、は問題はないということにな
る。今後は，対象学年を下げての取り組みを実施し，中学生のマネジメント能力との関連を分析しながら，
取り組みを進めていきたい。
7.今後に向けて
以上が現時点での実践経過である。
本プロジェクトは 5.研究計画で述べたように小中学校の「クラブ活動」連携以外に小中学校の「自
伸会」「行事」の連携を計画し研究・開発に取り組んでいる。
現在，本学園では体育行事として毎年9月に幼小中合同の運動会を通して「子どもたちが12年間に渡つ
ての自らかかわりあう経験」をし その経験の繰り返しを通して，マネジメント能力を育み，中学3年生
においては応援団の発表等で後輩を指導し 演技発表するなど成果を残している。
しかし，運動会という限られた内容の中，同じことの繰り返しによる形骸化は，逆に失敗を恐れ，新し
p内容を創造していくことに消極的になってしまう面があり 更なる創造性を養うことにおいては課題が
残った。
そのため，小中学校の「白伸会」の連携では，小中の白伸会の代表の児童生徒が合同会議を行い，幼小
中学校合同の定例行事（新しいものを創造する機会を毎年繰り返して提供できる文化的行事「学園祭」）
の開発について検討しており その実現に向け取り組んで、いる。
来年度は，幼小中学校の新たな合同行事の企画・運営を実践し，「白伸会」「行事」の連携が与える子ど
もたちの変容についても深く検証していきたい。
調査・評価部会
(1)調査・評価部会の位置付け
今年度から新たな体制で発足した本学園の一貫教育研究の特色のひとつは，いくつかのプロジェクトか
らなる研究推進体制である（※p15参照）。前年度までは，幼小中の一貫教育研究を総括するものとして全
体研究推進部会が位置付き，その部会が中心となって研究全体の計画，理論構築，各種調整，研究のまと
めの作成などを行ってきた。しかし，本年度からは研究により柔軟な発想をとりいれたり，更なる独自性
もたせたりすることをねらい 研究の進め方や内容の大部分をプロジェクトに委ねる「プロジェクト型の
研究」へと推進体制を移行させた。ただし 各プロジェクトが独立性・独自性はもてるようにしつつも，
学園全体としては研究の成果を聞い続ける必要がある。そこで，各プロジェクトの研究運営や，国際コミ
ュニケーション能力を中心とした21世紀型学力の育成に関する成果を調査・評価する目的で， 6プロジェ
クトとは独立した形で調査・評価部会が学園研究に位置付いている。
(2）研究プロジ‘ェクトに対する調査・評価
①調査・評価の対象
研究プロジェクトに対する評価には2つの側面があるこひとつはプロジェクトが出した研究成果そのも
のに対する評価であり もうひとつは運営方法に対する評価である。
研究によってどのような成果が出たのかということは．研究で最も重視されるところである。しかし，
各プロジェクトに対して成果がまとまる最終的な時点だけでのはたらきかけだけでは 調査・評価の役割
は十分に機能しない。研究の成果を受け 研究を改善しさらに発展させていくという研究のマネジメント
サイクルを確立するためには なぜ成果が上がったのか．なぜ成果が出なかったのかという研究の過程が
詳細に検討される必要があるからである。つまり，学校現場における教育研究においては，何を目的とし
て，どういう計画で研究を進め，どういう方法で成果を検証していくのかということを研究の全過程の要
所で調査・評価することが より質の高い研究成果を生み出すために必要で、あると考えている。
-74一
そこで本年度調査・評価部会では 各プロジェクトに対して次のようなはたらきかけを計画した。
①プロジェクトのキャップに対するビジョン調査（2003/06)
「どのような研究をしようとしているのか」「それによって何が明らかになるのか またどのような
成果が期待できるかJ「その研究の独自性や斬新性はなにか」「どのような計画をもてているかj「成
果をどのようにして検証するのかJ等
②プロジェクトのメンバーに対するビジョン調査（2003/06)
「キャップが抱いているビジョンをどれだけ共有しているか」｝等
③全員に対する意識調査（2003/06)
「研究に対する意識や意欲」「一貫教育に対する本音調査」等
④各プロジェク卜研究提案交流会（2003/08)
「何を提案しようとしているのかJ
「何が成果として見えてきたのか」
「お互いの研究をどう評価するか（研究に対する評価能力の育成）J等
しんちょく
⑤各プロジェク卜の進捗状況調査（2003/11)
写真：研究提案交流会
「どこまで進んでいるかJ「現在までの成果や課題は何か」「運営上の問題点は何かJ等
⑥研究会の反省（2003/12)
⑦各種調査結果交流会（2004/1) ※各プロジェクトが実施した子どもたちの実態調査の情報交流会
⑧1年次における研究成果の検証の依頼（2004/1)
⑨調査・評価部会独自の全体的な評価の実施（2004/2)
⑩運営指導委員（外部）への評価依頼（2004/3)
これらのはたらきかけを通して 7つのプロジェクトを柱とした本学園の研究の成果や課題を明らかに
していこうと考えている。
②現時点での課題
これまで各研究プロジェクトの調査・評価を行ってきて 明らかになりつつある課題が大きくふたつあ
る。ひとつは研究の規模や目的に対する研究計画の企画力についてと 評価すべき研究の運営方法に対す
る価値観のずれについてである。
①研究の規模や目的に対しての研究企画・運営能力
今回の研究は文部科学省の研究開発校の指定を受けていることもあって 従来にはない斬新さや独
自性といったものを特に強く求められている。また 3年間でカリキュラム開発をするという時間的
制約や，そのテーマが「国際コミュニケーション能力を中心とした21世紀型学力の育成」という比較
的大きなテーマの追究であることから，年次ごとの研究計画研究対象の焦点化 構造化といった
研究に対する企画力や運営能力が強く求められる。しかし，様々な要因が重なり全体的に見て必ずし
も順調とはいえない状況も見受けられる。調査・評価部会としてはその原因を探りつつ具体的な事例
を検討・評価し，次年度ヘ向けて改善のための提案ができるようその解決策を模索している。
②研究の運営方法に対する価値観のずれ
また，幼小中一貫教育を行うにあたって大きな弊害となっているのが，研究の運営の方法に対する
校種聞における価値観のずれである。研究に対する本音調査などから，特に中学校と小学校聞におい
て研究に対する意識に大きな隔たりがあることがわかった。
①で述べた研究の企画や運営にかかわっての意識や方略の改善と，②で述べた研究に携わる成員の
意識の変革や共通理解の促進は，一貫教育研究の充実した推進のための成功の鍵になりえるのではな
Lゆ￥と考えている。
(3）「国際コミュニケーション能力を中心とした21世紀型学力jにかかわる評価について
これらの評価の詳細についてはp20を参照していただきたL)0 大きくは①現行の指導要領に含まれ，こ
れからも必要だと考えられるもの ②今も大事にされているが，これからさらにその必要性が高まるであ
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ろう教科全般の学習にかかわるもの ③国際コミュニケーション能力を中心とする21世紀型学力の育成を
めざした各教科が提唱する力に関するもの という 3つの視点で調査・評価を行いたいと考えている。特
に②や③に，国際コミュニケーション能力については方略取得の必然性に関して，社会性については人間
関係調整力びおける「協力 回避譲歩主張」にかかわる意識について 学力については「なんのため
に学ぶか」「どう学ぶか」といった学びに対する意識について調査・評価を行う。
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